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町
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
新
庁
舎
へ
の

移
転
を
見
据
え
た
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
組
織
体
制
と
す
る
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
役
場
機
構
を
再
編

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

・
町
長
部
局
10
課
22
係
を
８
課
18

係
に
再
編
、
ス
リ
ム
化
。

・
産
業
課
と
農
地
整
備
課
を
統
合

し
「
農
林
水
産
課
」
に
。

・
保
育
課
を
、
町
民
課
に
新
設
す

る
「
子
育
て
支
援
係
」
に
統
合
。

な
ど
、
課
や
係
の
統
合
や
事
務
の

移
管
、
管
理
部
門
の
一
元
化
を
図

り
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
適
切

に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
に
再
編

▲ 新庁舎では情報公開制度を整備します

総
務
関
係

第
４
次
新
地
町
総
合
計
画
の

着
実
な
実
行
を
め
ざ
し

次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
！

21
世
紀
の
新
し
い
町
づ
く
り
は
、

新
し
い
発
想
と
手
法
に
よ
る
対
応

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
職

員
研
修
を
充
実
さ
せ
、
職
員
の
資

質
の
向
上
、
さ
ら
に
は
意
識
改
革

と
政
策
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
当
分
の
間
、
町
長

を
は
じ
め
助
役
、
収
入
役
、
教
育

長
の
給
与
を
５
パ
ー
セ
ン
ト
減
額

し
ま
す
。
ま
た
、
課
長
職
の
管
理

職
手
当
も
、
当
分
の
間
、
20
パ
ー

セ
ン
ト
削
減
し
ま
す
。

企
画
振
興
関
係

農
林
水
産
関
係

施政方針

し
ま
し
た
。

情
報
公
開
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、
現
在
、
庁
内
あ
げ
て
文
書
管

理
改
善
の
事
務
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
の
で
、
新
庁
舎
へ
の
移

転
に
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け
早
く

開
示
体
制
が
確
立
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
助
成

は
、
他
市
町
村
に
先
駆
け
て
奨
励

金
交
付
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
乳
幼
児
の
交
通
事
故
防

止
と
子
育
て
支
援
の
た
め
引
き
続

き
奨
励
金
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

景
気
の
低
迷
や
雇
用
情
勢
の
悪

化
な
ど
に
よ
り
本
町
財
政
も
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
平
成
14
年

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第

４
次
町
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し

て
２
年
目
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
の
経
過
を
踏
ま
え
、
計
画

の
基
本
理
念
に
基
づ
く
各
種
施
策

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
は
地
域
づ
く
り
の

視
点
に
た
っ
て
、
昨
年
度
か
ら
実

施
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
」
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

（
７
ペ
ー
ジ
に
事
業
内
容
を
記
載
）

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
や
ま
ち
づ

く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
の
貴
重

な
意
見
等
を
踏
ま
え
、
電
力
移
出

県
等
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
活

性
化
を
め
ざ
し
た
健
康
で
笑
顔
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
観
光
拠
点

施
設
整
備
事
業
を
進
め
る
た
め
の

可
能
性
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
隔
年
で
実
施
し
て
き

た
町
民
号
を
、
交
流
・
連
携
や
有

珠
山
噴
火
に
よ
る
災
害
復
興
視
察

を
目
的
に
、
ふ
る
さ
と
姉
妹
都
市

で
あ
る
北
海
道
伊
達
市
や
虻
田
町
、

壮
瞥
町
方
面
へ
視
察
研
修
事
業
と

し
て
実
施
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
的
な
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
の
公
共
サ
イ
ン

整
備
事
業
は
、
今
年
度
、
道
路
や

各
種
公
共
施
設
、
地
区
名
の
案
内

表
示
板
設
置
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

商
工
観
光
関
係
は
、
機
構
改
革

に
よ
り
企
画
振
興
課
に
新
設
さ
れ

た
「
ま
ち
づ
く
り
振
興
係
」
で
事

務
を
所
管
し
ま
す
が
、
厳
し
い
経

済
・
雇
用
情
勢
で
す
の
で
、
地
域

の
実
情
を
把
握
し
な
が
ら
緊
急
雇

用
対
策
事
業
や
産
業
育
成
支
援
事

業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
商
工
会
活
動
へ
の
支
援

を
図
り
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
観
光
振
興
と
し

て
、
５
月
に
鹿
狼
登
山
を
コ
ー
ス

と
す
る
、「
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
歩

こ
う
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
、

認
定
農
業
者
な
ど
の
中
核
的
担
い

手
農
家
や
営
農
経
営
団
体
の
育
成

を
推
進
し
ま
す
。

地
域
産
業
で
あ
る
農
業
へ
の
理

解
を
よ
り
深
め
る
た
め
に
、
地
場

産
業
の
育
成
に
結
び
付
け
る
体
験

事
業
等
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

水
田
農
業
関
係
で
は
、
転
作
営

農
集
団
で
取
り
組
む
大
豆
集
団
転

作
の
機
械
導
入
や
町
単
独
に
よ
る

転
作
推
進
助
成
を
継
続
し
ま
す
。

ま
た
、
畑
作
振
興
と
し
て
園
芸
特

産
振
興
対
策
事
業
に
よ
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
等
の
設
置
に
対
し
て
支
援

を
行
い
ま
す
。

�
５
月
19
日
、
鹿
狼
山
で
「
ふ
く
し
ま
緑

の
百
景
歩
こ
う
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
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地
域
の
生
活
、
経
済
活
動
を
支

え
る
道
づ
く
り
と
し
て
、
道
路
網

の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

今
年
度
の
施
行
箇
所
は
、
舗
装

建
設
関
係

役場庁舎建設事業 1,542,345
公共サイン整備事業 24,500
地方バス路線運行維持費　 22,574
国土利用計画策定事業 1,556
観光拠点整備事業調査費 2,000
町民号実施経費 1,767
地域活性化基金活用事業 10,000
法定外公共物譲与申請委託事業 6,000
チャイルドシート等購入設置奨励事業 500
消防関係経費（屯所新築等） 5,405
気象観測装置設置事業 3,000
相双地方総合防災訓練 1,140
上水道事業出資金 12,834
住民基本台帳ネットワークシステム 9,115
出生児祝金交付事業 3,000
生活ごみ収集運搬処理費 13,371
身体障害者等扶助費 34,902
敬老祝金交付事業 8,300
在宅老人福祉事業 10,633
在宅緊急通報システム事業 3,686
家族介護支援事業 4,320
介護激励金交付事業 1,800
特別養護老人ホーム補助金 29,179
児童手当給付等に要する経費 35,250
乳幼児医療費扶助費 16,800
保育奨励金交付事業 1,796

児童育成計画策定事業(エンゼルプラン) 4,190
放課後児童支援事業 4,611
住民健康診査に要する経費 40,602
遊休桑園抜根事業 600
転作推進事業 14,635
集団転作推進事業 700
松くい虫防除事業 14,375
育成単層林緊急整備事業 8,854
ふるさと林道緊急整備事業 8,400
ふるさとの森整備事業　 50,000
ふくしま緑の百景歩こう事業　 3,000
産業育成支援事業（遊海しんち） 3,918
緊急雇用対策事業 3,800
農村総合整備事業 129,750
道路、河川愛護交付金 5,681
道路維持費 29,870
道路改良費 183,000
土地区画整理事業（新地中央地区） 28,000
公営住宅等整備事業 14,250
合併処理浄化槽設置整備事業 7,695
教育奨学資金貸付事業 26,880
生徒研修派遣事業 2,800
愛宕墓地整備費 76,728
駒ヶ嶺小学校防球ネット設置費 5,000
埋蔵遺跡発掘調査費 14,846
総合公園こどもの森等実施設計費 20,187
総合公園建設事業 151,997
第14回ふくしま駅伝大会出場事業 2,230

役
場
西
の
国
道
６
号
右
折
レ
ー

ン
及
び
横
断
地
下
歩
道
設
置
な
ど

の
交
差
点
整
備
に
つ
い
て
、
こ
れ

ま
で
地
域
の
声
を
磐
城
国
道
工
事

事
務
所
に
強
く
要
請
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
に
は
改
良
工
事
に

着
手
さ
れ
る
よ
う
重
点
的
に
要
望

を
し
ま
す
。

一般会計主要事業
（単位：千円）

工
事
と
し
て
中
島
今
泉
線
な
ど
２

路
線
、
改
良
工
事
は
、
駒
ヶ
嶺
小

学
校
西
の
通
学
路
整
備
工
事
と
し

て
駒
ヶ
嶺
停
車
場
高
田
線
な
ど
10

路
線
、
測
量
調
査
路
線
は
、
原
相

善
地
区
の
雉
子
喰
原
線
な
ど
３
路

線
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
老

朽
化
し
た
舗
装
面
の
補
修
や
道
路

側
溝
の
整
備
な
ど
を
行
い
、
道
路

の
維
持
管
理
に
も
努
め
ま
す
。

た
、
水
辺
環
境
整
備
事
業
と
し
て

沢
口
地
区
に
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」

の
建
設
を
進
め
ま
す
。

平成14年度会計別予算規模
・一般会計 ５８億８，４００万円
・特別会計
老人保健 ９億３，９４８万５千円
国民健康保険 ７億２，６６９万９千円
介護保険 ３億４，００９万８千円
公共下水道 ５億５，０５０万円
農業集落排水 ３億２８０万円
・総　　額 ８７億４，３５８万２千円

平成14年度　町税の内訳
固定資産税 ２８億１，７９１万５千円
町　民　税 ２億３，０５２万５千円
町たばこ税 ３，８００万円
軽自動車税 １，４８６万５千円
そ の 他 １３万７千円

農
村
集
落
を
総
合
的
に
整
備
す

る
農
村
総
合
整
備
事
業
は
、
今
年

度
、
集
落
道
路
整
備
７
路
線
、
農

道
整
備
２
路
線
、
排
水
路
整
備
１

路
線
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
ま

県
営
事
業
の
ほ
場
整

備
事
業
谷
地
小
屋
地
区

は
、
平
成
15
年
度
完
成

に
向
け
補
完
工
事
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く
県
営

事
業
で
あ
る
原
た
め
池
整
備
事
業
、

か
ん
が
い
排
水
事
業
相
馬
第
二
地

区
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
整
備
を

進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
地
湛
水

防
除
施
設
改
修
事
業
も
、
今
年
度

か
ら
事
業
着
手
し
ま
す
。

水
産
関
係
に
つ
い
て

は
、
安
定
し
た
漁
業
経
営

を
目
指
し
、
試
行
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
ア
ワ
ビ
貝

育
成
事
業
の
支
援
を
継

続
し
て
実
施
し
ま
す
。

森
林
整
備
関
係
に
つ

い
て
は
、「
ふ
る
さ
と
の

森
整
備
事
業
」
な
ど
の
造

林
事
業
や
森
林
保
全
対

策
な
ど
を
引
き
続
き
計
画

的
に
実
施
し
ま
す
。

役
場
前
の
県
道
赤
柴
中
島
線
歩

道
整
備
事
業
や
福
田
地
区
の
県
道

金
山
新
地
停
車
場
線
の
道
路
改
良

事
業
、
主
要
地
方
道
相
馬
亘
理
線

釣
師
バ
イ
パ
ス
の
整
備
事
業
、
藤

崎
地
区
の
立
田
川
河
川
改
修
事
業

に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
事
業
の
促

進
を
図
る
た
め
、
事
業
施
工
者
で

あ
る
福
島
県
へ
積
極
的
に
要
望
を

行
い
ま
す
。

歳　　出 
58億8,400万円 

歳　　入 
58億8,400万円 

町　　税 
31億144万2千円 
　　（52.7％） 

繰入金 
20億1,217万5千円 
　　（34.2％） 

国庫支出金 
1億6.460万8千円 
　　　（2.8％） 

県支出金 
2億295万5千円 
　　　（3.4％） 

町　債 
5,280万円 
　　　（2.1％） その他 

3億5,002万円 
　　　（6.0％） 

総務費 
21億7,393万2千円 
　　（36.9％） 

土木費 
6億6,207万7千円 
（11.2％） 

教育費 
5億1,580万3千円 
（8.8％） 

民生費 
7億2,782万5千円 
（12.4％） 

農林水産業費 
6億5,126万1千円 
（11.1％） 

衛生費 
3億6,712万7千円 
（6.2％） 

公債費 
4億2,254万3千円 
（7.2％） 

消防費　1億7,512万7千円（3.0％） 
議会費　9,913万3千円（1.7％） 

商工費　5,992万4千円（1.0％） 
その他 
　2,924万8千円 
　　　　（0.5％） 

▲ 歩道整備を進めている役場前の県道赤柴中島線
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文
教
関
係

新
世
紀
に
は
ば
た
く
創
造
性
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
を
目
指
し
、

「
共
に
学
び
共
に
生
き
て
い
く
人

間
」「
家
庭
・
地
域
社
会
・
学
校

の
一
体
化
と
豊
か
な
自
然
と
の
触

れ
合
い
」「
社
会
変
化
へ
の
柔
軟
な

対
応
」「
生
涯
学
習
社
会
の
実
現

に
向
け
た
基
盤
整
備
」
の
４
つ
を

重
点
目
標
と
し
て
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
の
一
層
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

町では、第４次新地町総合計画の基本理念「人と自然が共に輝き、笑顔あふれるまち
づくり」や将来像の「ふれあいと創造の田園都市（まち）・しんち」の実現のために、町
民が主体的に考え、行政との役割を分担して行う地域づくりを積極的に進めるため、行政
区や地域づくり団体などに対して、地域の特性を生かした地域振興のために行う事業を支
援します。

事業を行えるのは、町内15の行政区（行政区枠）と
地域で自主的に活動している民間団体（一般枠）です。

（具体的な事例等）
対象事業は、総合計画に掲げた次の７つの施策に関

する事業を推進するもので、町の事業として行うこと
が困難な事業が対象となります。
①人と自然が共生するまちづくり（環境美化運動、花
いっぱい運動など）
②快適・安全なまちづくり（地域防犯活動や交通安全
運動など）
③ふれあいと安心の地域づくり（一人暮らし・老人世
帯への支援などの地域互助体制の確立活動や親子ふ
れあいの機会づくりなど）
④心の豊かさとゆとりを育む人づくり（青少年健全育
成活動や地域スポーツクラブの結成・育成活動、地
域ぐるみの生涯学習実践活動、地域文化の保存伝承
活動、地域名所などの整備事業など）
⑤地域資源を活かした産業づくり（遊休農地での体
験・収穫活動など）
⑥交流が拡がるまちづくり（地域間交流事業など）
⑦連携を強める仕組みづくり（事業計画立案から実施
までの体制づくりなどを支援）

事業は、「ソフト事業」「ハード事業」に区
分します。
①ソフト事業　人材育成や地域間交流、広報・ＰＲ活
動、地域福祉、子育て支援、地域文化の保存伝承等
の調査研究活動などが対象になります。
②ハード事業　生活環境の整備や地域産業、観光、文
化、スポーツ・レクリェーション等の振興に必要な
施設・設備の整備事業。

平成17年度まで実施します。（各事業に対する補助
は、単年度補助が基本ですが、同じ内容のものについ
ては２カ年を限度に補助します）

①補助対象事業費　ソフト事業が15万円以上、ハード
事業では30万円以上の事業費でないと該当しません。
②補助率　・行政区枠　補助対象事業費の５分の４以内

・一般枠 補助対象事業費の３分の２以内
③補助限度額　行政区枠、一般枠ともに補助限度額
は、ソフト事業が50万円、ハード事業が70万円です。

� 役場企画振興課（�内線35）

保
健
福
祉
関
係

保
健
、
福
祉
、
医
療
が
一
体
の

も
と
に
、
健
康
で
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

都
市
計
画
関
係

新
地
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
化
に
向
け
た

事
業
計
画
策
定
や
用
途
地
域
の
調

査
や
関
係
機
関
と
の
協
議
・
調
整

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
・
排

水
対
策
と
し
て
新
地
駅
構
内
の
暗

渠
改
修
の
詳
細
設
計
も
合
わ
せ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
は
、
昨
年
度
か
ら
２
期
事
業
区

域
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

引
き
続
き
大
戸
浜
や
小
川
、
駒
ヶ

嶺
地
区
等
の
整
備
を
進
め
て
行
き

ま
す
。
ま
た
、
農
業
集
落
排
水
事

業
真
弓
地
区
に
つ
い
て
は
、
管
渠

築
造
工
事
や
処
理
場
の
建
築
、
電

気
・
機
械
設
備
工
事
を
進
め
ま
す
。

21
世
紀
を
担
う
子
供
た
ち
が
健

や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
や
、
子

供
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
新
地
町

児
童
育
成
計
画
」、
い
わ
ゆ
る
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
新

地
ホ
ー
ム
の
定
員
を
30
床
増
床
し

て
待
機
者
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
在
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
も
き
め
細
か
な
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
充
実

を
図
り
ま
す
。

町
民
の
健
や
か
な
生
活
や
健
康

寿
命
の
延
伸
等
の
た
め
、
総
合
健

診
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
健
診
、

健
康
相
談
、
機
能
訓
練
等
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
今
年
度
は
、
総
合

健
診
の
新
た
な
検
診
項
目
と
し
て

Ｃ
型
肝
炎
の
検
査
を
追
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
も
継
続
し
て
実
施
し
、
町
民
の

健
康
確
保
に
努
め
ま
す
。

総
合
学
習
の
一
環
と
し
て
尚
英

中
学
校
３
年
生
全
員
を
対
象
に
、

県
内
の
大
学
に
派
遣
し
体
験
研
修

を
通
じ
て
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

総
合
公
園
の
整
備
は
、
多
目
的

運
動
広
場
の
整
備
や
調
整
池
周
辺

整
備
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

尚
英
中
学
校
西
側
の
墓
地
移
転

に
つ
い
て
、
９
区
画
の
所
有
者
や

移
転
予
定
先
の
地
権
者
の
方
の
ご

理
解
を
得
ま
し
た
の
で
、
本
年
度

で
墓
地
造
成
、
擁
壁
工
事
を
実
施

し
学
校
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

国
史
跡
指
定
で
あ
る
新
地
貝
塚

保
存
管
理
の
計
画
策
定
の
現
況
測

量
調
査
を
今
年
度
実
施
し
ま
す
。

４
月
か
ら
完
全
学
校
週
５
日
制

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
各

学
校
が
ゆ
と
り
の
な
か
で

特
色
あ
る
教
育
を
展
開

し
、
豊
か
な
人
間
性
や
基

礎
基
本
を
身
に
つ
け
、
個

性
を
生
か
し
自
ら
学
び
自

ら
考
え
る
子
ど
も
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

生
涯
学
習
は
、
一
層
推

進
に
努
め
な
が
ら
、
芸
術

文
化
の
向
上
に
つ
い
て
も
、

潤
い
の
あ
る
生
活
を
求
め

る
声
が
高
い
こ
と
か
ら
振

興
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
振
興
に
つ
い
て
は
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
目

指
し
、
町
民
す
べ
て
が
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
よ
う
、
体
育

協
会
等
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
各
種
事

業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

▲ 今年度新地ホームでは30床増床します

�
完
全
学
校
週
５
日
制
に
よ
り
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
し
ま
す
（
福
田
小
学
校
の
授
業
風
景
）

▲ 第５区の蛍の里づくり事業

▲ 第８区の子育て支援事業

▲ 第９区の花壇造成事業

▲ 第11区の花壇造成事業
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生涯学習講座・学級

乳幼児を持つ親子を対象とします。祖父母の参加も
歓迎です。野外活動､ｸ゙ ﾙー ﾌ゚ 活動などを楽しみ、交流
を深めましょう。

新地公民館・保健センター
（４月～３月）

月２回水曜日　第１回目は４月10日

新地公民館（５月～２月）
第２土曜

新地公民館（５月～２月）

各地域・団体（随時）

６月中旬に苗の配布予定
各行政区、企業・団体、学校等

小学生親子を対象に、体験活動を主とします。異年
齢の仲間との活動や自然とのふれあいを体験してみ
ませんか。
高齢者が対象で、豊かな生きがいの人生を歩むため、
新しい知識や健康増進について学びます。
地域や団体等が実施する講座・学習会の経費（講師謝
礼）の一部を助成します。お気軽にご相談ください。
各行政区、団体、企業、学校等で色鮮やかな花を咲か
せてみませんか。マリーゴールド・サルビアの苗です。

新しい教室
新地町の祖先は、どんな暮らしをしていたのだろう。
身近かな歴史を、楽しみながら学びませんか。

新地公民館（５月～１２月）
第２土曜日　１０時００分～
勤労青少年ホーム（６月～１月）
第１水曜日　９時３０分～
駒ケ嶺公民館（５月～１２月）
第３火曜日　１３時３０分～
勤労青少年ホーム（５月～７月）
第２金曜日　９時３０分～
勤労青少年ホーム（５月～１１月）
第４水曜日　１３時３０分～

初心者を対象に、茶の湯の心を。わび・さびもおつ
なもの。
バゴバゴ（台湾あけび）の「つる」を使い、ナチュラ
ル感あふれるラタンクラフトを楽しみましょう。
流木や小枝を使って、身の回りの品々を作ってみま
せんか。素敵な椅子や小物置きが出来ます。
木の実やドライフラワーでリースを作ってみません
か。

平成14年度の公民館・勤労青少年ホームの各種教室の合同
開講式を行います｡ 各教室に申し込みされた方､これから申し
込まれる方は、お誘い合わせのうえご出席ください。
また、それぞれの開講式に合わせて、健康体操を行います
ので動きやすい服装と室内用運動靴をご用意ください。
教室生でない方でも都合のよい日に参加できますので､
お気軽においでください｡

４月24日�午後１時30分～
４月25日�午後１時30分～
４月26日�午後１時30分～各 種 教 室

単発のセミナーです。様々な分野での講座。
お父さんバージョンも開設します。

（随　時）
新地公民館 第３金曜日９時３０分～・１３時～

基礎的な描写、心の動きを作品に描いていきまし
ょう。

（５月～１月）
新地公民館 第３木曜日１３時３０分～

肩こり、腰痛、運動不足の解消。場所もとらず誰
でも気軽にできます。

（５月～１月）
新地公民館 第３土曜日１３時３０分～
駒ヶ嶺公民館 第２水曜日１３時３０分～
勤労青少年ホーム 第１月曜日１３時３０分～

四季の花々で、季節を感じ風情を楽しみましょう。

（５月～１月）
新地公民館 第１月曜日１３時３０分～
駒ケ嶺公民館 第４火曜日１３時３０分～

基礎から学び、生活に華やかさと潤いを。ちょっ
とした、アイデア・工夫がすてきな空間を生み出
します。

（５月～１月）
新地公民館 第４木曜日０９時３０分～
勤労青少年ホーム 第４木曜日１９時～

土と語り、創造の喜びを。自分の作品が身のまわ
りを飾るっていいですよね。

（５月～１２月）
新地公民館 第１金曜日０９時３０分～

布に息吹を。小さな布が生まれかわります。
（５月～１月）
新地公民館 第３金曜日０９時３０分～・１９時～

暮らしに根付いてきたあの唄・この唄・民謡の魅
力にふれてみませんか。

（５月～１月）
新地公民館 第１火曜日１９時～
駒ケ嶺公民館 第２月曜日１３時３０分～
勤労青少年ホーム 第３水曜日０９時３０分～

花と緑でやすらぎ空間を演出するガーデニング。
自分の手で育てる楽しさは格別です。

（５月～１月）
駒ケ嶺公民館 第２木曜日０９時３０分～

心地よいハーブの香りを楽しみながら、利用方法
を学びましょう。

（５月～１月）
駒ケ嶺公民館 第２木曜日０９時３０分～

おいしい料理のレパートリーがグ～ンと増えます。
毎日の献立の参考にどうぞ。

（５月～１１月）
駒ケ嶺公民館 第４水曜日１３時３０分～
勤労青少年ホーム 第２水曜日 １３時３０分～

手編みの季節が待ち遠しいですね。気軽に自分だ
けの作品を。

（１１月～１月）
駒ケ嶺公民館 第１・３木曜日１３時３０分～
勤労青少年ホーム 第２・４火曜日１３時３０分～

�
絵
画
教
室

�
料
理
教
室

�
鹿
狼
山
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
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TThhee  PPhhoottoo  SSccrraammbbllee 町

の
話

題

町
の
防
火
パ
レ
ー
ド
が
春
の
火

災
予
防
週
間
期
間
中
の
３
月
３
日

に
、
町
消
防
団
や
新
地
分
署
、
町

危
険
物
安
全
協
会
、
町
防
火
管
理

協
議
会
か
ら
消
防
車
な
ど
車
両
20

台
、
約
70
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
は
、
役
場
前
を
ス
タ

ー
ト
し
、
町
中
心
部
を
巡
回
し
た

あ
と
、
福
田
、
新
地
、
駒
ヶ
嶺
の

各
方
部
に
分
か
れ
て
、
防
火
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

春
の
火
災
予
防
週
間

パ
レ
ー
ド
で

防
火
を
呼
び
か
け

�
町
内
を
パ
レ
ー
ド
す
る
消
防
車

町
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式
が
春
の
火
災
予
防
週
間

初
日
の
３
月
１
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
入
賞
者

ら
が
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
町
内
３
小
学
校
の
４

年
生
以
上
の
児
童
か
ら
84
点
の
応

募
が
あ
り
、
最
優
秀
賞
の
寺
島
佳

澄
さ
ん
（
新
地
小
５
年
）
や
金
賞

受
賞
の
12
人
、
銀
賞
受
賞
の
15
人

に
荒
町
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
を
表
彰

�

表
彰
を
受
け
る
入
賞
者

うららかな春の日差しに包まれて、町内の各小中学校
で卒業式が、４つの保育所では満了式が行われました。
尚英中学校では105人が、３小学校では84人が卒業。
また、４保育所では63人が満了し、それぞれ楽しかった
思い出などを胸に、新しい生活に向けて旅立ちました。

新たな旅立ち
卒業・満了おめでとう

町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
３
月
２
日
、
駐

日
イ
ン
ド
大
使
ア
フ
タ
ー
ブ
・
セ

ッ
ト
氏
を
招
い
て
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
さ
ん
は
、
堪
能
な
日
本

語
で「
日
本
の
青
年
及
び
世
界
が

直
面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の

構
想
」と
題
し
て
、日
本
と
イ
ン
ド

の
協
力
の
必
要
性
に
つ
い
て
講
演

し
、
参
加
し
た
町
民
約
１
２
０
人

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ア
フ
タ
ー
ブ
・
セ
ッ
ト
氏
（
駐
日

イ
ン
ド
大
使
）
を
招
い
て

「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

�

講
演
す
る
ア
フ
タ
ー
ブ
・
セ
ッ
ト
氏

町
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
「
環
境

美
化
運
動
」
が
３
月
24
日
の
早
朝

に
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
約
２，

３
０
０
人
の
町
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
町
内
に
投
げ
捨
て
ら

れ
た
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
、
１
時
間

後
に
は
空
き
缶
約
３
ト
ン
、
空
き

ビ
ン
約
３
ト
ン
、
燃
え
る
ゴ
ミ
約

1.3
ト
ン
を
回
収
し
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
を
き
れ
い
に

「
環
境
美
化
運
動
」

参
加
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

�

ゴ
ミ
を
集
め
る
参
加
者

�
尚
英
中
学
校

�
新
地
小
学
校

�
新
地
保
育
所

２月25日に行われた３歳児健診で、
虫歯０（ゼロ）の子どもは18人中７人
でした。

くん

ちゃん

ちゃん

くん

ちゃん

くん

ちゃん
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相
馬
地
方 

町では４月１日付けで職員５１件の人事異動を行いました。異動の内容は次のとおりです。（ ）内は前任課、職名です。
■課長
・町民課長 森　　　長　利 （税務課長）
・税務課長 目　黒　壽　幸 （教育総務課長）
・教育総務課長 中　江　　　哲 （町民課長）
・健康福祉課長 伏　見　春　雄 （議会事務局長）
・議会事務局長 目　黒　治　光 （保育課長）
・農林水産課長 星　　　　　薫 （産業課長）
・社会福祉協議会派遣〈事務局長〉 渡　邊　武　憲 （農地整備課長）
・企画振興課長 村　山　　　実 （企画振興課長兼地域整備係長事務取扱）
■主幹
・農林水産課主幹兼課長補佐兼農林水産係長 大　堀　　　武 （産業課主幹兼課長補佐兼商工観光係長）
・農林水産課主幹兼課長補佐〈農林整備担当〉 宍　戸　富喜夫 （農地整備課主幹兼課長補佐
・企画振興課主幹兼課長補佐兼まちづくり振興係長 水　戸　　　薫 （産業課主幹兼課長補佐兼農政係長）
・建設課主幹兼課長補佐 高　井　形而郎 （建設課主幹兼課長補佐兼管理係長）
・健康福祉課主幹兼課長補佐兼保険係長 荒　　　知　之 （健康福祉課主幹兼課長補佐兼保険年金係長）
■副主幹
・生涯学習課副主幹〈生涯学習係〉 岡　田　美香子 （保育課副主幹兼駒ヶ嶺保育所長）
・総務課副主幹兼財政係長 駒木根　孝　彦 （総務課副主幹兼管財係長）
・建設課副主幹兼管理係長 荒　　　和　之 （農地整備課副主幹兼農地整備係長）
・農林水産課副主幹兼農林整備係長 渡　辺　祐　吉 （農地整備課副主幹兼農林土木係長）
■課長補佐相当職
・町民課主任主査兼生活環境係長 齋　藤　充　明 （企画振興課主任主査兼企画調整係長）
・企画振興課主任主査兼企画調整係長 渡　部　和　秋 （総務課主任主査兼財政係長）
・町民課主任主査兼子育て支援係長 新　谷　敏　美 （町民課主任主査兼生活環境係長）
・農林水産課主任主査〈農林水産係〉 森　　　正　明 （産業課主任主査兼林業水産係長）
・町民課主任主査〈子育て支援係〉 門　馬　美恵子 （会計室主任主査）
■係長相当職
・町民課子育て支援係主査 木　幡　邦　枝 （保育課庶務係主査）
・農林水産課農林整備係技査 加　藤　伸　二 （農地整備課農林土木係技査）
■主事
・総務課財政係主事 大和田　康　浩 （総務課財政係主事・会計室会計係兼務）
・総務課財政係主事 唯　野　　　淳 （総務課管財係主事）
・会計室会計係主事 本　田　喜　孝 （税務課税務係主事）
・企画振興課まちづくり振興係主事 鈴　木　健　志 （生涯学習課生涯学習係主事）
・税務課税務係主事 門　馬　　　学 （税務課固定資産係主事）
・税務課税務係主事 森　　　幸　英 （産業課商工観光係主事）
・町民課生活環境係主事 阿　部　勝　也 （都市計画課都市計画係主事）
・農林水産課農林整備係主事 八　巻　仁　志 （産業課林業水産係主事）
・都市計画課都市計画係主事 菊　地　政　広 （健康福祉課福祉係主事）
・生涯学習課生涯学習係主事 目　黒　憲　司 （建設課管理係主事）
・企画振興課まちづくり振興係主事 斎　藤　尚　希 （企画振興課地域整備係主事）
・農林水産課農林水産係主事 菅　野　正　浩 （産業課農政係主事）
・農林水産課農林水産係主事 黒　沢　賢　二 （産業課農政係主事）
・健康福祉課保険係主事 塩　沼　亮　一 （健康福祉課保険年金係主事）
・健康福祉課保険係主事 後　藤　茂　範 （健康福祉課保険年金係主事）
■運転手
・総務課総務係運転手 長　塚　忠　一 （福田小学校用務員）
■保育士
・町民課副主幹兼福田保育所長 加　藤　澄　子 （生涯学習課副主幹〈生涯学習係〉）
・町民課副主幹兼駒ヶ嶺保育所長 本　田　牧　子 （保育課副主幹兼浜保育所長）
・町民課副主幹兼浜保育所長 橋　本　昭　子 （保育課副主幹兼福田保育所長）
・町民課副主幹兼新地保育所長 工　藤　愛　子 （保育課副主幹兼庶務係長兼新地保育所長）
・新地保育所保育士 持　立　　　瞳 （駒ヶ嶺保育所保育士）
・駒ヶ嶺保育所保育士 佐々木　妙　子 （新地保育所保育士）
■相馬地方広域水道企業団派遣
・総務課付課長 目　黒　　　巌
・総務課付副主幹 平　野　峯　子
・総務課付主任技査 岡　崎　利　光
■新採用
・農林水産課農林水産係主事 斎　藤　敬　一
・健康福祉課福祉係主事 福　島　大　佑
■退職（平成14年3月31日付）
・健康福祉課長 佐　藤　　　功
・総務課副主幹 宇佐美　秀　幸
・浜保育所主任調理員 佐々木　勝　子

４
月７

〜
26

桜
ま
つ
り
（
相
馬
市
馬
陵
公
園
）

18
〜
19

春
ま
つ
り
（
相
馬
中
村
神
社
）

20

第
７
回
相
馬
観
桜
会
（
相
馬
市
馬
陵
公
園
）

20
〜
21

浮
舟
ま
つ
り
（
小
高
町
小
高
神
社
・
妙
見
通
り
）

〃

万
葉
の
里
か
し
ま
春
ま
つ
り
（
鹿
島
町
）

〃

相
馬
市
消
防
団
春
季
検
閲
式
（
相
馬
市
二
の
丸
球
場
）

〃

小
高
町
消
防
団
春
季
検
閲
式
（
小
高
町
小
高
小
学
校
校
庭
）

20
〜
22

春
の
大
園
芸
市
（
相
馬
市
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

28

相
馬
野
馬
追
春
季
競
馬
大
会
（
原
町
市
雲
雀
ケ
原
祭
場
地
）

〃

第
５
回
懸
の
森
山
開
き
（
小
高
町
懸
の
森
）

〃

第
12
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗
は
や
ま
湖
駅
伝
大
会
（
飯
舘
村
）

５
月３

〜
４

綿
津
見
神
社
式
年
大
祭
（
飯
舘
村
）

３
〜
６

緑
化
苗
木
配
布
・
大
種
苗
市
（
相
馬
市
長
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

５

野
手
上
山
登
山
（
飯
舘
村
）

11

愛
の
句
碑
お
ひ
ろ
め
園
遊
会
（
飯
舘
村
）

〃

種
苗
市
（
鹿
島
町
Ｊ
Ａ
そ
う
ま
農
協
本
店
前
広
場
）

〃

種
苗
市
（
小
高
町
役
場
東
側
駐
車
場
）

６
月２

第
22
回
市
民
歩
け
歩
け
大
会
（
相
馬
市
）

９

相
馬
市
消
防
団
消
防
操
法
競
技
大
会
（
相
馬
市
）

〃

村
民
球
技
大
会
（
飯
舘
村
）

16

小
高
町
消
防
団
消
防
操
法
競
技
大
会
（
小
高
町
）

30

第
８
回
ス
ト
リ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
相
馬
市
ス
ポ
ー
ツ
ア
リ
ー
ナ
）

相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

で
は
、
予
算
の
編
成
に
あ
た
り
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
構

成
市
町
村
の
財
政
状
況
を
深
く
認

識
し
た
う
え
で
平
成
14
年
度
の
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14
億
３，

７
０

２
万
８
千
円
と
し
、
前
年
度
に
対

し
て
１，

１
４
６
万
７
千
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
出
の
内
訳

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
衛
生
費
の
中
で
、
在
宅
当
番
医

制
委
託
料
、
病
院
群
輪
番
制
協
議

会
運
営
費
を
措
置
し
て
い
ま
す
。

■
消
防
費
の
中
で
、
救
急
自
動
車

１
台
を
原
町
消
防
署
に
配
備
。
ま

た
、
消
防
無
線
電
話
装
置
（
全
国

波
）
基
地
局
１
基
を
消
防
本
部
に

設
置
し
ま
す
。

看
護
専
門
学
校
特
別
会
計
予
算

の
総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

�
�

２
億
７
０
０
万
７
千
円
と
し
、
前

年
度
に
対
し
て
１，

０
７
４
万
４

千
円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
、昨
年
度
第
一
期

生
40
名
に
つ
づ
き
、本
年
４
月
に
第

二
期
生
40
名
が
入
学
し
、総
学
生
数

80
名
で
事
業
運
営
を
し
ま
す
。

本
高
速
道
路
の
い
わ
き
四
倉
〜

広
野
間
は
、
平
成
５
年
11
月
に
施

行
命
令
が
出
て
か
ら
８
年
４
ヵ
月

を
経
て
今
年
の
３
月
23
日
に
開
通

し
、
相
双
地
方
に
初
め
て
高
速
道

路
が
通
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

首
都
圏
へ
の
交
通
の
利
便
性
の
向

上
や
産
業
・
観
光
の
活
性
化
、
他

地
域
と
の
新
た
な
交
流
が
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
救
急
搬
送
に
よ
る

医
療
機
関
と
の
時
間
短
縮
も
見
込

ま
れ
、
今
後
の
相
馬
地
域
の
発
展

が
大
い
に
期
待
で
き
ま
す
。

今
年
の
１
月
19
日
に
相
馬
市
長

に
就
任
し
た
立
谷
秀
清
氏
は
、
同

日
、
相
馬
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
副
管
理
者
に
就
任
し
ま
し
た
。

議会費3,121
総務費74,657

衛生費 
36,108

消防費1,293,398

公債費 
26,944

予備費2,800
一般会計　総額14億３,７０２万8千円 

予備費1,000
公債費 
8,216

看護専門学校特別会計　総額2億700万7千円 

看護専門学校費 
　　197,791

（単位：千円）

（単位：千円）
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� 役場

（子供） （親） （地区）
光
こう

太
た

郎
ろう

武澤直樹・久　美 渋　民

（死亡者） （年齢） （地区）

目黒　　一 ８５歳 木　崎

佐　　ユキ ８４歳 今　泉

荒　勇四郎 ８５歳 中　里

小泉　　忍 ８２歳 釣　師

武沢キクノ ９３歳 駒ヶ嶺町

（平成１４年２月２１日～平成１４年３月２０日届出）

水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

22
日
　
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

23
日
　
レ
マ
ン
の
会
総
会

24
日
　
岡
地
区
・
富
倉
地
区
総
会

25
日
　
旧
駒
ヶ
嶺
小
学
校
跡
地
活
用
懇
談
会

26
日
　
相
馬
地
方
町
村
長
会
議

28
日
　
相
馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

１
日
　
課
長
会
、
新
地
高
校
卒
業
式
、
常

磐
線
活
性
化
対
策
特
別
委
員
会
、

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

３
日
　
合
同
防
火
パ
レ
ー
ド
、
小
川
・
藤

崎
・
今
神
・
渋
民
・
釣
師
・
城

内
・
大
戸
浜
地
区
総
会
、

５
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、介
護
保
険
運
営
委

員
会
、農
村
総
合
整
備
推
進
協
議
会

６
日
　
相
馬
北
部
土
地
改
良
区
通
常
総
代

会
、
宮
城
県
登
米
町
議
会
行
政
視

察
に
来
庁
、
自
治
労
浜
総
支
部
第

39
回
臨
時
大
会

７
日
　
谷
地
小
屋
地
区
ほ
場
整
備
受
益
者

総
会
、岡
地
区
営
農
改
善
組
合
総
会

８
日
　
定
例
議
会

９
日
　
み
か
さ
カ
ッ
プ
み
ち
の
く
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会

10
日
　
新
地
婦
人
会
・
福
田
婦
人
会
総
会

11
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会

12
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会
、

故
橋
本
正
一
氏
叙
位
伝
達
式

13
日
　
尚
英
中
学
校
卒
業
式
、
議
会
各
特

別
委
員
会

14
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会
、

役
場
西
６
号
国
道
交
差
点
改
良
計

画
懇
談
会

15
日
　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
分
科
会
・

全
体
会

17
日
　
駒
ヶ
嶺
町
・
上
ノ
町
・
杉
目
・
新

地
町
・
新
町
地
区
総
会

18
日
　
議
会
一
般
質
問

19
日
　
議
会
本
会
議

20
日
　
相
馬
地
方
緑
化
推
進
委
員
会
監
査
、

町
土
地
改
良
区
理
事
会
・
総
代
会

町
で
は
、
町
立
学
校
臨
時
用
務

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

２
名
程
度

昭
和
42
年
４
月
２
日
〜

昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
高
校
卒
業
程
度
。

個
別
面
接

４
月
25
日
�

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

４
月
５
日
�
〜
４
月
22
日
�

郵
送
の
場
合
は
４
月
19
日
�
消

印
ま
で
有
効
。

・
故
目
黒
一
さ
ん
の
ご
意
志
と
し

て
目
黒
和
茂
さ
ん
（
木
崎
）
よ
り

10
万
円

・
故
佐
　
ユ
キ
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
佐
　
公
一
さ
ん
（
今
泉
）
よ

り
５
万
円

①
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出
先

は
役
場
総
務
課
ま
で
。

②
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
臨
時
用
務

員
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
き
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た

宛
名
明
記
の
定
型
返
信
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
用
紙
、
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の

写
し
を
併
せ
て
役
場
総
務
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

�
役
場
総
務
課
（
�
内
線
15
）

仙
台
国
税
局
で
は
、
国
税
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
実
施

し
て
き
た
結
婚
相
談
事
業
を
廃
止

し
、
新
た
に
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ア
ド
バ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も

毎
月
第
４
土
曜
日
に
観
海
堂
で
昔

話
の
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

町
に
残
る
昔
話
を
中
心
に
皆
さ

ん
の
身
近
に
あ
っ
た
昔
話
を
お
話

し
し
ま
す
（
皆
様
の
リ
ク
エ
ス
ト

に
も
お
答
え
し
ま
す
。）

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

４
月
27
日
�

午
後
２
時
〜

観
海
堂

小
野
と
め
よ
さ
ん

�
町
教
育
委
員
会（
�
�
４
４
７
７
）

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
、
適
正
な
課
税
を

維
持
し
、
ま
た
租
税
収
入
を
確
保

す
る
た
め
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
法
律
・
経
済
・
会
計
学

等
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
、
調

査
・
検
査
・
指
導
な
ど
に
当
た
り

ま
す
。

昭
和
50
年
４
月
２

日
〜
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
。

・
第
１
次
試
験
　
６
月
16
日
�

（
教
養
試
験
・
専
門
試
験
）

・
第
２
次
試
験

８
月
19
日
�
又
は
20
日
�

（
人
物
試
験
・
身
体
検
査
）

４
月
２
日
�
〜
５
月
９
日
�
ま
で

受
験
申
込
書
の
請
求

は
相
馬
税
務
署
総
務
課
ま
で
。

�・
相
馬
税
務
署
総
務
課

（
�
�
３
１
１
１
）

・
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

�
０
２
２
―
２
６
３
―
１
１
１
１

イ
ザ
ー
と
し
て
10
組
の
若
い
ご
夫

婦
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
情
報
や
紹
介
を
い
た

だ
き
、
若
い
青
年
男
女
の
結
婚
促

進
を
図
り
ま
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

町
内
在
住

の
20
歳
代
の
ご
夫
婦
・
10
組
。

４
月
５
日
�
〜
５
月
10
日
�

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

町
野
球
リ
ー
グ
で
は
、
今
シ
ー

ズ
ン
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
新
し
い
野
球
場
で
仲
間
と
一

緒
に
プ
レ
ー
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

４
月
19
日
�

１
チ
ー
ム
１
万
円

�
新
地
公
民
館
（
�
�
２
０
８
５
）

平
成
14
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
を
す
る
時
期
が
ま
い
り
ま

し
た
。
４
月
は
じ
め
に
福
島
労
働

局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
と
記

入
要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
い

て
５
月
20
日
�
ま
で
に
最
寄
り
の

銀
行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続

き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

�
福
島
労
働
局
総
務
部
（
�
０
２

４
―
５
３
６
―
４
６
０
７
）

・
佐
藤
公
一
さ
ん
（
今
泉
）
よ
り

５
万
円
／
楠
敏
雄
さ
ん
（
杉
目
・

バ
ン
ビ
り
ん
ご
団
地
マ
ル
フ
ク
農

園
）
よ
り
リ
ン
ゴ
２
ケ
ー
ス
／
加

藤
ル
イ
子
さ
ん
（
新
地
町
）
よ
り

タ
オ
ル
・
清
拭
用
布
多
数
／
新
地

踊
り
会
よ
り
タ
オ
ル
１
２
７
本

・
各
流
派
新
地
踊
り
会
24
名
よ
り

唄
・
踊
り
／
中
島
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

高
橋
ト
シ
イ
さ
ん
他
６
名
よ
り
唄

踊
り
／
小
川
カ
ラ
オ
ケ
教
室
７
回

46
名
／
さ
わ
や
か
健
康
会
名
取

友
雄
さ
ん
他
29
名
よ
り
唄
・
踊
り

／
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
福
田
・

新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
女
性
の
皆
さ
ん
）

27
回
57
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
５
回

12
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／

新
地
漁
協
２
回
４
人

第４回チューリップ祭り

２１日�は、カラオケ・ゲーム大会や産地直売店、写真コンテスト
など盛りだくさんのイベントがいっぱいです。
期間中は、チューリップの販売や飲食コーナーもあります。
皆様、お誘い合わせのうえご来場ください。

� 新地城趾会　会長　片平昭八（��４１４７）
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19
日
�

新
地
保
育
所

駒
ヶ
嶺
保
育
所

福
田
保
育
所

22
日
�

浜
保
育
所

19
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

24
日
�

浜
保
育
所

福
田
保
育
所

25
日
�

新
地
保
育
所

23
日
�

新
地
保
育
所

25
日
�

駒
ヶ
嶺
保
育
所

26
日
�

浜
保
育
所

福
田
保
育
所

は休館日

図
書
館
探
訪

・
い
ま
聞
き
た
い
い
ま
話
し
た
い

瀬
戸
内
寂
聴
×
山
田
詠
美

い
つ
だ
っ
て
自
分
は
芸
術
家
だ

と
信
じ
て
生
き
て
い
ま
す
！
文
学

の
可
能
性
に
挑
戦
し
続
け
る
２
人

の
女
流
作
家
が
、
死
・
女
と
男
等

に
つ
い
て
大
い
に
語
り
合
う
。

●
一
般
書

●
ビ
デ
オ

●
Ｃ
Ｄ

●
児
童
書

「
保
育
所
に
行
っ
た
ら
、
ブ
ラ

ン
コ
や
ス
ベ
リ
台
で
遊
ぶ
ん
だ
。」

「
誰
先
生
に
な
る
の
か
な
？
」
と
期

待
と
希
望
を
も
っ
て
出
席
し
た
入

所
式
。
保
育
所
で
の
楽
し
い
生
活

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

進
級
し
た
お
子
さ
ん
は
、
大
き

く
な
っ
た
こ
と
に
自
信
を
も
ち
、

元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
ま
た
、
今

年
入
っ
た
お
子
さ
ん
は
、
今
ま
で

と
違
う
環
境
と
、
初
め
て
の
集
団

生
活
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
に
な
っ

て
泣
き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保
育
所
の
４
月
は
、
と
っ
て
も

に
ぎ
や
か
で
す
。

楽
し
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！

・
Ｇ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｆ
Ｅ
Ｅ

・
ｓ
ｕ
ｇ
ａ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ

ス
ガ
シ
カ
オ

・
ヤ
ン
グ
ラ
ス
ト
エ
ア
ロ
ス
ミ
ス

Language. What a won-
derful thing it is. For one
it’s able to cross cultural
boundaries. For example, kanji came from
ancient China and was adopted by the Japanese
who use it for their writing system and today I, an
American am studying this interesting written lan-
guage called kanji. One of the neat things about
kanji is if you know the meaning of the kanji you
can pick up a Japanese or even a Chinese news-
paper and understand the meaning of the stories
even if you don’t“speak”Japanese or Chinese.
I see kanji all around me everyday, unfortunate-
ly most of it I don’t understand.  However, there
are times when I do understand what it means and
the feeling I get from finally understanding a sign
I see while walking down the street is great.
Sometimes I feel like an illiterate elementary
school child because I can’t read the words and
signs that are all around me everyday, but I am
slowly learning the different and mysteriously
beautiful characters called kanji that you live
with.
I have been seriously studying for about six weeks
now and have learned the meaning of and how to
write about 180 kanji. My goal is to learn all
1,945 of the Joyo Kanji within one year, April
2003. It is a big challenge but one that I am con-
fident can be accomplished with enough disci-
pline and time.  Wish me luck on my journey
through the world of kanji.

（和訳は19ページ）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

今
年
度
か
ら
、節
目
検
診（
40
歳

か
ら
70
歳
ま
で
の
５
年
ご
と
の
検

診
）
と
し
て
基
本
健
康
診
査
時
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
実
施
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
月

号
で
は
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
特
に
Ｃ

型
肝
炎
）に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

肝
炎
に
な
る
と
、
肝
臓
の
細
胞

が
壊
れ
て
、
肝
臓
の
働
き
が
悪
く

な
り
ま
す
。
肝
臓
の
働
き
に
は
、

・
栄
養
分
（
糖
質
、
た
ん
白
質
、

脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
）
の
生
成
、
貯

蔵
、
代
謝

・
血
液
中
の
薬
や
毒
物
の
活
性

化
、
分
解
、
解
毒

・
出
血
を
止
め
る

・
ホ
ル
モ
ン
の
調
節

・
胆
汁
の
産
出
と
胆
汁
酸
の
合
成

な
ど
あ
り
、
我
々
が
生
き
て
い
く

た
め
に
は
健
康
な
肝
臓
で
あ
る
こ

と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

主
に
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、

感
染
し
て
い
る
人
の
血
液
が
他
の

人
の
血
液
内
に
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
感
染
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

輸
血
や
注
射
針
の
共
有
、
消
毒
を

・
ウ
ォ
ン
ブ
ル
ズ

・
20
分
で
わ
か
る
国
会
の
仕
組
み
と

仕
事
　
法
子
ち
ゃ
ん
の
国
会
見
学

・
ジ
ョ
ー
ズ

・
心
の
こ
り

藤
堂
志
津
子

熱
烈
に
愛
し
た
男
性
が
急
死
し

て
４
年
。「
も
う
男
と
関
わ
る
の
は

こ
り
ご
り
」
と
思
っ
て
い
た
46
歳

の
澄
礼
の
前
に
11
歳
年
下
の
男
性

が
現
わ
れ
た
・
・
・
　

・
は
ぐ
れ
牡
丹
　
　
　
山
本
一
力

・
風
穴
を
あ
け
る

谷
川
俊
太
郎

・
天
切
り
松
闇
が
た
り

浅
田
次
郎

・
白
い
声
　
　
　
　
　
伊
集
院
静

・
絶
対
零
度
　
　
　
　
岡
本
　
類

・
案
外
知
ら
ず
に
歌
っ
て
た
童
謡

の
謎

・
俳
句
な
ん
で
も
Ｑ
＆
Ａ

・
健
康
を
食
べ
よ
う
い
わ
し
の
本

・
中
国
製
品
な
し
で
生
活
で
き
ま

す
か

・
ひ
と
り
暮
ら
し
の
知
恵

・
男
の
部
屋
の
作
り
方

・
メ
イ
ク
の
基
本

・
ふ
た
り
で
ま
い
ごい

と
う
ひ
ろ
し

あ
た
し
は
世
界
一
の
お
ね
え
ち

ゃ
ん
。
弟
だ
っ
て
世
界
一
。
だ
か

ら
、
ま
い
ご
に
な
っ
て
も
二
人
な

ら
大
丈
夫
！
元
気
の
い
い
き
ょ
う

だ
い
の
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
冒
険
。

４
月
の
読
み
聞
か
せ
会

４
月
21
日
�
　
午
前
11
時

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
絵
本

や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、
季
節

の
工
作
な
ど
を
行
い
ま
す
。

�
町
図
書
館
（
�
�
５
０
３
１
）

盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

春
に
は
、
遠
足
や
い
ち
ご
狩
り
、

夏
に
は
、
夏
祭
り
や
プ
ー
ル
遊
び
、

秋
に
は
、
運
動
会
や
い
も
ほ
り
、

冬
に
は
、
保
育
発
表
会
や
も
ち
つ

き
会
、
お
店
や
さ
ん
ご
っ
こ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

�
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
る
「
誕
生
会
」

し
な
い
ま
ま
で
の
ピ
ア
ス
等
の
使

用
、
性
行
為
に
よ
る
感
染
な
ど
で

す
が
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｃ
型
肝
炎
に
感
染
し
て
も
ほ
と

ん
ど
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

血
液
検
査
で
お
こ
な
い
ま
す
。

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
多
く
の
人
が
慢
性
肝
炎
と
な

り
、
そ
の
一
部
が
肝
硬
変
、
肝
が

ん
へ
と
進
行
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
適
切
な
治
療
で

病
気
の
進
行
を
止
め
た
り
、
遅
く

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
感

染
が
わ
か
っ
た
ら
医
療
機
関
で
診

断
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

保
健
師
　
斎
藤
　
洋
子

毎
月
の
誕
生
会

一
人
ひ
と
り
の
お
友
達
を
お
祝

い
し
大
き
く
な
っ
た
こ
と
へ
の
喜

び
を
も
た
せ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

お
子
さ
ん
が
、
自
分
の
誕
生
日
の

月
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
保
育
士
の
出
し
物
も
あ
り
ま

す
よ
。

何
で
遊
ぼ
う
か
な
？

保
育
所
に
は
、
子
供
た
ち
の
大

好
き
な
ブ
ロ
ッ
ク
や
絵
本
、
ま
ま

ご
と
道
具
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
所
庭
に
は
、
砂
場
や
ブ
ラ

ン
コ
、
森
の
お
家
、
バ
ス
、
飛
行

機
な
ど
の
大
型
遊
具
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
は
経
験
で
き
な
い
集
団
な

ら
で
は
の
活
動
を
通
し
て
、
友
達

と
遊
ぶ
楽
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

毎
日
、
元
気
に
来
て
く
だ
さ
い

ね
。

・
総
合
百
科
事
典
ポ
プ
ラ
デ
ィ
ア

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な
話
題
を

幅
広
く
取
り
上
げ
、
暮
ら
し
の
中

の
疑
問
に
答
え
る
。
生
き
る
力
を
育

む
、
調
べ
学
習
や
総
合
的
な
学
習

に
最
適
な
事
典
。
館
内
閲
覧
専
用
。

・
団
地
ぜ
ん
ぶ
が
ぼ
く
の
い
え

・
ひ
ゃ
っ
ぴ
き
の
あ
り
と
き
り
ぎ
り
す

・
た
か
ら
も
の
さ
が
し

・
ペ
ッ
ト
１
１
９
ば
ん

・
水
の
ぼ
う
け
ん

・
山
は
生
き
て
い
る

・
日
本
村
100
人
の
仲
間
た
ち

日
本
の
住
人
で
あ
る
と
同
時

に
世
界
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
一
冊
で
す
。

社
会
教
育
指
導
員
　
森
祥
子
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言葉、それは何とすばらしいものか。それは文化の境
界を越えることができます。例えば、漢字は古代中国か
ら来ました。そして今日、漢字を書くシステムとして使
用している日本人によって採用されました。私は漢字と
呼ばれる言葉を書くことに興味を持ち、勉強しているア
メリカ人です。漢字について、もしあなたが漢字の意味
を知っていれば、日本語や中国語の新聞を読むことがで
き、日本語、中国語が話せなくても話の意味を理解でき
ます。
毎日、回りで漢字を見ています。不幸にもほとんど理
解できません。でも通りを歩いているときなど、漢字の
意味が理解できるときがあります。時々、私は読み書き
のできない小学生のように感じます。なぜなら身の回り
の言葉が読めないからです。でも一緒に住んでいて、漢
字と呼ばれる神秘的なすばらしい言葉をゆっくりと勉強
してます。
私は約６週間まじめに勉強をしています。約１８０の
漢字の意味がわかり書き方を覚えました。私の目標は一
年、２００３年４月までに１９４５語の常用漢字を覚
えることです。そのことは大きな挑戦ですが、十分な練
習と時間で成し遂げる自信があります。頑張ります。

Ｄａｖｅ
和訳：尚英中学校　松田勘太先生

（10人分）
（パン生地）・裏ごしかぼちゃ 100g ・小麦粉　200g ・牛乳　150cc

・砂糖　50g ・バター 25g ・ベーキングパウダー 小さじ１
・重曹　小さじ1/2 ・酒、バニラエッセンス 少々

（あ ん） ・裏ごしさつまいも 100g ・砂糖　50g ・甘納豆　50g
・水、塩　少々

（１）あんを作る
①水に砂糖を入れて沸騰させ、裏ごしさつまいもを混ぜて塩で調味する。
②①に甘納豆を混ぜて、10個に丸める。
（２）生地を作る
①小麦粉、ベーキングパウダー、重曹を合わせてふるいにかける。
②バターを溶かし牛乳、砂糖、裏ごしかぼちゃをよく混ぜ、①とバニ
ラエッセンス、酒を入れて混ぜ合わせ10分くらいねかせる。
③アルミケースに生地を少し入れ、あんを乗せてあんが隠れるように
形を整え強火で10分蒸してできあがり。

第
33
回
全
国
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
抜
優
勝
大
会
（
春
高
バ
レ
ー
）

が
３
月
20
日
か
ら
東
京
都
で
行
わ
れ
、
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
相
馬

高
校
（
５
年
連
続
13
度
目
）
の
阿
部
友
幸
さ
ん
（
城
内
）
と
早
坂
和
樹

さ
ん
（
大
戸
浜
）
が
、
晴
れ
の
舞
台
で
力
い
っ
ぱ
い
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
エ
ー
ス
で
ゲ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
小

学
校
か
ら
始
め
、
５
年
生
の
と
き
に
は
全
国
大
会
に
も
出
場
し
て
い
ま

す
。早

坂
さ
ん
は
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ

ー
で
、
中
学
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始

め
ま
し
た
。
中
体
連
で
は
阿
部
さ
ん
と

と
も
に
県
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

二
人
は
、「
春
高
バ
レ
ー
で
は
、
平
常

心
で
い
つ
も
ど
お
り
の
プ
レ
ー
が
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
、
見
て
い
る
人
に
感
動

を
与
え
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
抱
負
を

話
し
て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

相
馬
高
校
は
、
二
人
の
活
躍
な
ど
で

初
戦
は
突
破
し
ま
し
た
が
、
２
回
戦
で

敗
退
し
ま
し
た
。

重曹を少し多めに入れると、
ふんわりとした蒸しパンになります。

春高バレーに出場！
相馬高校の阿部友幸さん（城内・右）と

早坂和樹さん（大戸浜・左）



●人口／9,022人（±０人）
男／4,404人（±０人）
女／4,618人（±０人）

●世帯数／2,477世帯（＋１世帯）
※３月１日現在（ ）は前月比

●固定資産税 第１期分

●軽自動車税 全 期 分
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★
役
場
組
織
も
４
月
か
ら
新
体
制
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
や
さ

し
く
、
わ
か
り
や
す
い
行
政
を
目
指
し
各

課
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
★
私
た
ち
も

引
き
続
き
「
広
報
し
ん
ち
」
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
も
っ
と
も
っ

と
わ
か
り
や
す
い
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容

を
お
届
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
晴
）（
寺
）

少年バレーボールの東北大会「第２回ミカサカップ
みちのく交流大会」が３月９日、１０日の２日間、
町総合体育館をメイン会場に東北各県から女子４８チ
ーム、男子１０チームの選手など約６００人が参加し
て盛大に開催されました。
大会には、町内からも新地ジュニアバレーボール
クラブ、福田エンジェルス、尚英ガッツジュニア
バレーボールクラブの３チームが出場し、バレー
ボールを通して東北の仲間たちと交流しました。

（住民基本台帳調べ）

�
開
会
式
で
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
る

尚
英
ガ
ッ
ツ
主
将
の
林
浩
紀
さ
ん
（
右
）
と

新
地
ジ
ュ
ニ
ア
主
将
の
寺
島
佳
澄
さ
ん
（
左
）


